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復興へのご支援に
心から感謝します

こ
う
や
っ
て
丸
め
る
の
よ

２
月
19
日
、
た
の
は
た
児
童
館
で
行
わ
れ
た
ミ
ズ
キ
団
子
づ
く
り
。

園
児
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、

一
生
懸
命
に
団
子
を
丸
め
ま
し
た
。
写
真
は
、藤
島
琉
唯
く
ん（
５
）

と
祖
母
桃
子
さ
ん（
52
）＝
甲
地
。（
関
連
記
事
10
㌻
）

広報 人と自然が織りなす 心豊かな協働の村
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村
消
防
団（
畠
山
保
幸
団
長
）

の
消
防
出
初
め
式
は
１
月
15
日
、

田
野
畑
中
を
主
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
身
に
し
み
る
寒
風

吹
き
す
さ
ぶ
中
、
団
員
と
女
性

消
防
協
力
隊
の
１
６
０
人
が
整

列
。
防
災
意
識
の
心
を
一
つ
に

し
ま
し
た
。

　
畠
山
団
長
は
「
大
震
災
で
消

防
団
も
被
災
。
志
し
半
ば
で
犠

牲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
４
人
の

団
員
、
１
人
の
女
性
消
防
協
力

隊
員
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
村

の
防
災
活
動
に
当
た
ろ
う
」
と

訓
示
。
統
監
の
上
机
莞
治
村

長
は
「
大
震
災
で
の
消
防
団

は
、
自
ら
被
災
し
な
が
ら
も
強

い
使
命
感
を
持
ち
、
避
難
誘
導

や
救
助
、
捜
索
な
ど
献
身
的
に

活
動
。
さ
ら
に
高
ま
る
期
待
に

応
え
る
た
め
、
英
知
を
結
集
し
、

消
防
精
神
の
高
揚
と
団
結
を
図

ろ
う
」
と
地
域
防
災
力
の
さ
ら

な
る
充
実
を
訴
え
ま
し
た
。

　
統
監
に
よ
る
服
装
や
機
械
器

具
点
検
の
後
は
、
菅
窪
地
区
の

国
道
45
号
に
移
動
し
て
分
列
行

進
。
ラ
ッ
パ
隊
の
吹
奏
す
る
行

進
曲
に
合
わ
せ
、
一
糸
乱
れ
ぬ

威
風
堂
々
と
し
た
行
進
を
見
せ
、

火
消
し
の
心
意
気
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

❶国道45号での分列行進　❷災害物故者に黙とう　❸統監の服装点検を受ける女性消防協力隊　❹団員の士気を高めるラッパ隊

❶

❸

❷

❹

今
こ
こ
に
集
う

　
　
　
　  

郷
土
守
る
精
鋭

今
こ
こ
に
集
う

　
　
　
　  

郷
土
守
る
精
鋭

村
消
防
団
消
防
出
初
め
式

　
「
津
波
と
そ
の
被
害
の
特
性
」
と
題

し
、
津
波
防
災
対
策
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時
…
２
月
11
日
㈯

　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

◆
場
所
…
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル

◆�

講
師
…
藤
間
功
司
氏
（
防
衛
大
学
校

シ
ス
テ
ム
工
学
群
建
設
環
境
工
学
科

教
授
・
村
災
害
復
興
計
画
策
定
委
員
）

◆
入
場
料
…
無
料

◆�

問
い
合
わ
せ
先
…
復
興
対
策
室
（
☎

34
―
２
１
１
１　

内
線
67
）

　

２
月
11
日
㈯

　
　

津
波
防
災
対
策

　
　

講
演
会
を
開
催
し
ま
す 防潮堤は津波を完全に防ぐことはできない

（津波で破壊された明戸浜の防潮堤）

付
近
ま
で
進
ん
だ
と
き
、
何
気
な
く
後
ろ

を
振
り
返
え
る
と
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
の
は
崖
崩
れ
。
崖
崩
れ
に
見
え
た
そ
れ

が
、
実
は
真
っ
黒
い
津
波
で
し
た
―
―
。

　
前
の
車
の
人
は
車
か
ら
降
り
、
お
ば
あ

さ
ん
を
背
負
っ
て
坂
を
上
り
始
め
ま
し
た
。

私
も
車
を
置
い
て
逃
げ
よ
う
と
ド
ア
を
開

け
る
と
、
足
元
は
既
に
水
。「
ガ
シ
ャ
ッ
」

と
い
う
大
き
な
音
で
振
り
返
る
と
、
私
の

車
の
す
ぐ
後
ろ
に
、
迫
っ
て
き
た
が
れ
き

が
大
き
な
壁
を
作
り
ま
し
た
。

　
お
ば
あ
さ
ん
は
「
自
分
は
死
ん
で
も
い

い
か
ら
お
前
た
ち
は
に
げ
ろ
」
と
家
族
を

逃
が
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
お

ば
あ
さ
ん
の
背
中
を
押
し
、
一
緒
に
公
民

館
に
避
難
。
途
中
見
た
大
槌
小
に
押
し
寄

せ
る
津
波
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ま
る
で
洗
濯

機
の
よ
う
に
グ
ル
グ
ル
回
り
、
車
の
中
で

助
け
を
叫
ぶ
人
た
ち
も
ろ
と
も
の
み
込
ん

で
い
き
ま
し
た
―
―
。

　
夕
方
に
な
り
火
災
が
発
生
。
爆
発
音
が

何
度
も
響
き
渡
り
、
町
全
体
が
燃
え
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
一
時
は
公
民
館
が
火
に

囲
ま
れ
る
こ
と
も
。
通
信
手
段
が
な
い
た

　
３
月
11
日
、
用
事
が
あ
っ
て
大
槌
町
に

向
か
う
途
中
の
山
田
病
院
付
近
を
走
っ
て

い
る
と
き
に
、
車
が
も
の
す
ご
い
揺
れ
に

襲
わ
れ
ま
し
た
。
道
路
は
波
の
よ
う
に
大

き
く
う
ね
り
、
前
の
車
は
バ
ウ
ン
ド
し
て

い
る
よ
う
。
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
ラ
ジ
オ
を
聞
き

な
が
ら
待
ち
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ

る
大
津
波
警
報
の
知
ら
せ
。
津
波
が
く
る

と
は
思
っ
た
け
ど
、
自
分
は
大
丈
夫
、
用

事
を
済
ま
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、

そ
の
ま
ま
大
槌
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
大
槌
町
内
に
入
る
と
町
内
は
車
で
大
渋

滞
。
こ
れ
で
は
用
事
を
済
ま
す
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
役
場
付
近
で
車
を
Ｕ
タ
ー
ン

さ
せ
、
仕
方
な
く
宮
古
方
面
に
戻
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
途
中
、
消
防
団
員
に
止
め

ら
れ
、「
高
台
の
中
央
公
民
館
に
避
難
す

る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
正
直
、

何
が
起
き
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
前
の
車
に
つ
い
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
公
民
館
に
向
か
う
道
路
は
、
大
渋
滞
で

な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
何
と
か
大
槌
小

め
、
役
場
職
員
や
消
防
団
員
は
山
道
を
走

り
回
り
、
情
報
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
私
も
連
絡
手
段
が
な
い
た
め
家
族
に
連

絡
で
き
ず
、
家
族
も
私
の
安
否
を
分
か
ら

な
い
状
態
。
夫
と
息
子
は
、
宮
古
市
の
避

難
所
を
ま
わ
り
、
浪
板
海
岸
付
近
ま
で
捜

索
し
た
そ
う
で
す
。
私
は
13
日
、
避
難
者

名
簿
に
名
前
を
記
入
。
名
簿
は
15
日
の
新

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
新
聞
で
名
前
を

見
つ
け
た
家
族
は
私
の
無
事
を
確
認
し
、

16
日
に
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
―
―
。

　
私
は
、
宮
古
市
の
出
身
。
実
は
小
学
生

の
時
に
津
波
を
見
て
い
ま
す
。
年
寄
り
か

ら
津
波
の
話
し
も
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
な
の
に
、
何
の
根
拠
も
な
い
「
自
分
は

大
丈
夫
」
と
い
う
過
信
と
軽
率
な
行
動
が
、

今
回
の
こ
と
を
ま
ね
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
さ
ら
な
が
ら
に
、
地
震
が
来
た
ら
高
台

に
避
難
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
震
災
は
、
映
像
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
見
る
の
は
つ
ら
い

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
こ
れ
を
生
か
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
記

憶
を
絶
対
に
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
。

「自分は大丈夫」過信がまねいた避難所生活

私たちは　３月11日を忘れない
伝えたい　伝えなければならない

私の津波体験  ⑩

「Proud!�Japan」（プラウドジャパン）は、「大震災の中でも周囲を気遣い、助け合う被災地の人たちや命懸けで救援
活動に励む人たちは日本の誇り。みんなで応援しよう」と復興への願いを込め、静岡県の広報担当者が始めた運動です。

田野畑

上山��明
あ け

美
み

さん（52）

㊤３月15日、大槌小グラウンドには
津波にのまれた車が無残な姿で残る
㊦５月31日の大槌町。右上の白い建
物が上山さんが避難した中央公民館
（写真提供：大槌町）
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■納税申告相談の日程
月日 対象地区 場所 受付時間

２月14日㈫ 田野畑 役場村民談話室 9：00～16：00

15日㈬
北山 地区総合センター 9：00～11：30
机 拓心館 13：30～16：00

16日㈭ 羅賀 田野畑駅 9：00～16：00
17日㈮ 島越 旧島越児童館 9：00～16：00
20日㈪ 和野、西和野、菅窪 アズビィホール 9：00～16：00
21日㈫ 和野、西和野、菅窪 アズビィホール 9：00～16：00
22日㈬ 高校仮設団地 アズビィホール 9：00～16：00
23日㈭ 中学校仮設団地 アズビィホール 9：00～16：00
24日㈮ アズビィ仮設団地 アズビィホール 9：00～16：00

27日㈪
巣合 地区公民館 9：00～11：30
尾肝要 地区公民館 13：30～16：00

28日㈫
板橋 地区公民館 9：00～10：00
池名 地区公民館 13：30～15：00

29日㈬
浜岩泉 地区公民館 9：00～11：30
大芦 大芦集会所 13：30～16：00

３月１日㈭
萩牛 地区公民館 9：00～ 9：30
千丈 地区公民館 10：00～11：30
田代 地区公民館 13：30～16：00

２日㈮
七滝 創心館 9：00～11：30
沼袋 青雲館 13：30～16：00

５日㈪
切牛 望洋館 9：00～11：30
真木沢 地区公民館 13：30～16：00

６日㈫
甲地 地区公民館 9：00～11：30
猿山 地区集会所 13：30～16：00

７日㈬ 明戸 地区公民館 9：00～16：00
※�３月８日～15日（土日を除く）の６日間は、役場村民談話室で受け付けます。
受付時間は午前９時～11時30分、午後１時～４時です。ただし、15日の午
後は３時までの受け付けとします

算
し
た
所
得
額
な
ど
は
、
▼
国
民

健
康
保
険
税
▼
介
護
保
険
料
▼
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
▼
村
営
住

宅
使
用
料
―
な
ど
の
計
算
や
軽
減

の
基
礎
数
値
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
申
告
を
忘
れ
る
と

金
額
や
軽
減
額
が
正
し
く
計
算
で

き
な
い
他
、
所
得
証
明
書
や
納
税

証
明
書
な
ど
が
発
行
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
村
は
２
月
上
旬
、
前
年
度
の
申

告
状
況
や
課
税
資
料
を
基
に
、
申

告
書
の
提
出
が
必
要
と
思
わ
れ
る

人
に
平
成
24
年
度
用
の
申
告
書
を

配
布
し
ま
す
（
世
帯
主
あ
て
）。

　
今
年
の
納
税
申
告
相
談
は
２
月

14
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
（
５
㌻

の
と
お
り
）。
村
内
各
地
区
を
巡

回
し
て
納
税
や
申
告
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
３
月
８
日
か
ら
15

日
（
土
日
を
除
く
）
ま
で
は
役
場

で
受
け
付
け
ま
す
。
こ
の
期
間
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
地
区
巡
回
の
と
き
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

申
告
の
必
要
な
人

　
次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
人
を

除
き
、
村
県
民
税
の
申
告
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

① 

23
年
中
の
所
得
が
給
与
収
入
だ

け
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

る
人

② 

23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
人

　
給
与
所
得
者
で
職
場
か
ら
源
泉

徴
収
票
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
も
、

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人
、

給
与
以
外
に
漁
業
、
農
業
、
不
動

産
、
土
地
の
譲
渡
に
よ
る
収
入
な

ど
が
あ
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る

人
で
も
各
種
控
除
を
受
け
る
場
合

は
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
収
入
が
年
金
収
入
の
み
と
思
わ

れ
る
人
に
は
申
告
書
を
配
布
し
ま

せ
ん
の
で
、
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
申
告
書
が
配

布
さ
れ
な
い
人
で
も
、
年
金
以
外

の
収
入
が
あ
る
人
は
申
告
が
必
要

で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
専
業
主
婦
や
学
生
な

ど
で
23
年
中
の
収
入
が
全
く
な
い

場
合
は
、
電
話
で
申
告
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
税
務
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

申
告
に
必
要
な
物

① 

村
県
民
税
申
告
書
ま
た
は
所
得

税
確
定
申
告
書

②
印
鑑

③ 

自
営
業
者
は
１
年
間
の
収
支
を

記
入
し
た
所
得
内
訳
書
と
関
係

す
る
伝
票
、
領
収
書
、
証
明
書

な
ど
（
収
支
内
訳
書
に
記
入
し

た
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

④ 

給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
は

源
泉
徴
収
票

⑤ 

社
会
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険

料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険

料
な
ど
の
支
払
証
明
書

⑥ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
領

収
書

⑦ 

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

は
預
貯
金
通
帳
な
ど
の
口
座
番

号
を
確
認
で
き
る
物
（
本
人
名

義
の
口
座
に
限
り
ま
す
）

　

�

申
告
の
注
意
点

　
所
得
税
の
還
付
申
告
に
は
、
源

泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
。
紛
失
し

た
人
は
、
事
業
所
か
ら
再
発
行
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
や
漁
業
な
ど
自
営
業
者
の

所
得
は
「
収
支
内
訳
書
」
で
計
算

し
ま
す
。
自
分
で
記
入
す
る
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
記
入
の
仕

方
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
収
支

の
分
か
る
資
料
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
朝
一
番
で
の
受
け
付
け
は
混
雑

す
る
た
め
、
待
ち
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
他
の
地
区
で
の
受

け
付
け
を
希
望
す
る
人
は
、
あ
ら

か
じ
め
税
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

�

村
県
民
税
非
課
税
の
人

① 

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
扶

助
を
受
け
て
い
る
人

② 

障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦

ま
た
は
寡
夫
で
、
23
年
中
の
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

③ 

23
年
中
の
所
得
が
、
28
万
円
×

（
扶
養
人
数
＋
１
）＋
16
万
８
千

円
以
下
の
人
。
扶
養
者
が
い
な

い
場
合
は
28
万
円
以
下

　

�

村
県
民
税
の
納
付
方
法

　
村
県
民
税
は
、
所
得
の
発
生
し

た
翌
年
度
に
課
税
し
ま
す
。
納
付

方
法
に
は
、
▼
給
与
特
別
徴
収
▼

年
金
特
別
徴
収
▼
普
通
徴
収
―
の

３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
給
与
特
別
徴
収
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
が
対
象
で
、
勤
務
先
の
毎

月
の
給
料
か
ら
天
引
き
し
て
納
め

ま
す
。
年
金
特
別
徴
収
は
、
年
金

所
得
な
ど
に
か
か
る
課
税
額
を
国

や
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
支
払
者

が
、
個
人
の
年
金
か
ら
差
し
引
い

て
納
め
ま
す
。

　
普
通
徴
収
は
自
営
業
者
な
ど
特

別
徴
収
以
外
の
人
が
対
象
で
、
年

４
回
に
分
け
て
納
税
組
合
や
金
融

機
関
で
納
付
。
普
通
徴
収
の
人
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す
の
で
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
が
納
め
る
税
金
は
、
村

づ
く
り
の
た
め
の
大
切
な
会
費
。

申
告
に
向
け
、
必
要
書
類
の
準
備

な
ど
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

◆�

問
い
合
わ
せ
先
…
税
務
課
（
☎

34
―
２
１
１
２
　
内
線
31
）

　

�

村
県
民
税
と
所
得
税

　
私
た
ち
が
所
得
に
応
じ
て
納
め

る
主
な
税
金
に
は
、
村
県
民
税
と

所
得
税
が
あ
り
ま
す
。

　
村
県
民
税
は
、
名
前
の
と
お
り

村
と
県
に
納
め
る
税
金
で
す
。
地

域
社
会
の
会
費
と
し
て
、
多
く
の

住
民
で
負
担
を
分
か
ち
合
う
と
い

う
意
味
か
ら
「
住
民
税
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
一
方
、
所
得
税
は
国

に
納
め
る
税
金
。
職
場
で
の
年
末

調
整
や
確
定
申
告
書
で
所
得
税
額

を
計
算
し
税
務
署
に
納
付
し
ま
す
。

　

�

村
県
民
税
の
申
告

　
村
県
民
税
の
申
告
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
市
町
村

に
行
い
ま
す
。
申
告
に
よ
っ
て
計

申告の準備はお早めに
２
月
14
日
㈫
か
ら
３
月
15
日
㈭
ま
で

納
税
申
告
相
談
を
実
施

東日本大震災関連の
控除や還付を
受けることができます

■大震災で被災した人
　大震災で、住宅、家財、車に損
害が生じた場合、税の控除や還付
を受けることができます。控除し
きれない場合は、最大で５年間繰
り越すことができます。
　住宅ローン控除を適用している
人は、津波による全壊などで住家
が使用できなくなっても引き続き
控除を受けることができます。さ
らに、住宅を再取得した場合の住
宅ローンも重複して適用できます。

■大震災に対する寄付金控除
　大震災に関連する寄付（義援金
や復興基金など）は、税の控除や
還付の対象です。領収書などを準
備して申告してください。寄付金
が2,000円を超える場合、超えた
分のおおむね全額が所得税と住民
税の控除対象になります。



中学生が文化祭の売上を寄付

ミズキ団子を祖父母と一緒に

体験村が交流文化賞で最優秀

田野畑を舞台にドラマの撮影

7 66がんばろう！田野畑がんばろう！日本

Tanohata　Topics

　田野畑中（佐々木幸彦校長、生徒122人）
から12月27日、村復興基金への寄付金が届
きました。生徒を代表して村長室を訪れた
のは、大澤智

ち

帆
ほ

美
み

さんと道下晴
は る

佳
か

さん（共
に３年）。「村の復興に役立ててください」
と上机莞治村長に寄付金を手渡しました。
この寄付金は、10月に同校文化祭で行った
バザーなどの売上金。上机村長は「皆さん
の思いがたくさん詰まったお金。大切に使
います。皆さんも復興のお手伝いをお願い
します」と感謝を話しました。 「復興に役立ててください」と大澤さん㊥と道下さん㊨

　たのはた児童館（中里民子館長、園児44

人）の祖父母参観が１月19日に行われ、園
児と祖父母などがミズキ団子づくりに挑戦
しました。子どもたちは、赤、黄、緑に色
付けされた小麦粉に「きれーい」と歓声。
おじいちゃんおばあちゃんに教わりながら
一つ一つ丁寧に丸めていました。出来上っ
た団子はミズキに付け、ホールに飾られま
した。熊谷綾

あ や

子
こ

さん（78）＝沼袋＝は「ひ孫
と一緒に作ることができてとても楽しかっ
た」と笑顔を見せていました。 祖父母に教わりながら、楽しくミズキ団子作り

津波ガイドは防災教育を取り入れた体験として注目されている

　第７回ＪＴＢ交流文化賞の表彰式が１月
19日、東京都で行われ、体験村・たのはた
ネットワーク（道合勇一理事長）が最優秀
賞を受賞しました。この賞は、地域の魅力
を創出し、地域活性化に取り組んでいる団
体などに贈られるものです。道合理事長
は「津波ガイドは、津波の犠牲者を二度と
出したくないという気持ちで活動している。
今後は内陸の体験も充実させて、お客様に
喜んでもらえるプログラム作りをしたい」
とさらなる意気込みを話していました。

　東日本大震災後の被災地を描くＮＨＫド
ラマ「それからの海」の撮影が村内で行わ
れました。ドラマの原案は吉村昭さんの小
説「漁火」。津波で母親を亡くした中学１

年生の少女・一香、祖父の朝夫、父の喜一
を中心に、被災地の現状を交えながら心の
交流を描いています。撮影は１月上旬から
始まり、村の皆さんもエキストラとして多
数出演。ぜひご覧ください。
◆放送日時…３月３日㈯　総合
　午後７時30分～午後８時43分一青窈さん（左から４人目）らドラマ出演者の皆さん

漁協初売り仮設市場沸き立つ
　村漁業協同組合の平成24年初売りは１月
４日、島越の魚市場で行われました。早朝
の市場には、サケやタコなどが次々と水揚
げ。漁協の職員は選別作業などに追われて
いました。昨年12月末には仮設市場も完成。
復旧工事中の製氷施設は、３月の完成を目
指して作業が進められています。中村芳

よ し

正
ま さ

組合長代行は「支援を受け仮設市場が完成
した。ここが魚であふれるように生産活動
をし、漁業を守り発展させていこう」と新
年のあいさつをしました。タコやサケの水揚げと選別作業で活気付く島越漁港

沼袋地区の普代川で清めの水をかぶる田野畑隊

水への感謝と復興の願い込め
　龍泉洞みずまつり田野畑隊（菊地大代表）
の16人は１月８日、三沢地区の原水をくみ、
沼袋地区の農村環境改善センターまでの約
６キロを水に感謝しながら走りました。農
村環境改善センター前の普代川では、水へ
の感謝の句を唱和。清めの水をかぶると、
見物に訪れた地域住民から温かい拍手が送
られました。その後、田野畑隊のメンバー
は羅賀地区に移動。ホテル羅賀荘前の漁港
で大震災犠牲者の冥福と復興の願いを込め
て黙とうをささげました。

村の話題Tanohata　Topics
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お知らせ
火　災

（12月22日～１月20日）

火 災 の【今月】　１件
発生件数【今年】　１件
無火災の連続記録
（１月20日現在）14日

人口と世帯
１月１日現在 (　) は前月比

�人口　��3,875人（+ 4）
�　男　��1,903人（+ 2）
�　女　��1,972人（+ 2）
�世帯��1,439世帯（- 1）

お知らせ
　地理的な条件などにより個別
受信アンテナで地上デジタル放
送を受信できない地域に住んで
いる人には、下記のような国の
支援があります。難視聴地区に
指定されている家庭には、国か
ら委託を受けた業者が訪問して
申請を受け付けますので、忘れ
ずに申し込んでください。難視
聴地区の確認は政策推進課に問
い合わせてください。
◆暫定的な衛星放送利用
　 　暫定的に衛星放送を利用し
て地デジ放送を視聴。ＢＳチ
ューナーの貸し出しやＢＳア
ンテナの設置工事を無償で行
います（業者：地デジ難視対
策衛星放送受信設備整備支援
センター）

◆高性能アンテナ対策
　 　受信点の調査や高性能等受
信アンテナ対策に要した経費
の一部に対して助成します
（業者：岩手県地上デジタル
放送推進協議会）

◆�問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111　内線63）

���地デジ難視聴地区を訪問

　３月11日、「東日本大震災一
周年田野畑村追悼式」を開催し
ます。時間や場所は、広報たの
はた３月号でお知らせします。
◆問い合わせ先…復興対策室
（☎34-2111　内線67）

���３月11日に追悼式を開催

◆�対象…40～74歳で人間ドック
を受診した人（全医療機関）
◆�助成額…課税状況により１万
～２万円（３年に１回の助成）

◆�申請方法…検診結果の写しに
領収書または受診証明書を添
えて、保健福祉課に申請
◆�開始日…平成23年８月１日㈪
以降の受診分から
◆�問い合わせ先…保健福祉課
（☎33-3102）

���人間ドックに助成金を交付

◆�対象
　① 村民税非課税世帯
　② ＮＨＫ受信料全額免除世帯
◆支援内容
　①チューナーの無償給付
　② チューナーの無償給付、申
し出によりチューナーの設
置・操作説明や必要により
アンテナなどの改修

◆申込期限…３月31日㈯
◆�申し込み・問い合わせ先…政
策推進課（☎34-2111　内線63）

���地デジチューナーを無償給付

地デジ化は３月31日
　テレビの完全地上デジタ
ル放送への以降が迫ってき
ました。早めの対策を心掛
けましょう。
◆�問い合わせ先…政策推進
課（☎34-2111　内線63）

◆日時…２月９日㈭
　　　　午後１時30分～４時
◆�場所…宮古市民総合体育館
◆�参加企業…宮古公共職業安定
所管内に事業所などを有する
企業
◆�内容…参加企業との個別相談、
就職相談など
◆�問い合わせ先…宮古公共職業
安定所内（☎0193-63-8609）

���就職面接会を開催します

◆募集職種…物産販売・１人
◆�応募資格…普通自動車運転免
許を有する人
◆給与など…当社規定による
◆�加入保険…雇用、労災、健康、
厚生
◆�勤務時間…午前８時30分～午
後５時30分

◆応募期限…２月10日㈮
　※ 応募状況により期限前でも
締め切る場合があります

◆�応募方法…履歴書（写真付き）
を提出してください（郵送可）。

　 後日、面接の日時などをお知
らせします
◆�応募・問い合わせ先…㈳田野
畑村産業開発公社（〒028-

8401　田野畑村尾肝要39-1　
☎34-2080）

���公社で臨時職員を募集中
　農地に住宅を建築する場合、
農振除外申し出（農用地区域か
ら除外する手続き）と、農地転
用許可の必要があります。申し
出から許可までをスムーズに行
うため、２月29日を期限に申し
出の受け付けを行います。今回
は、 ▼住宅設計図面や資金計画
があり住宅建築が確実 ▼緊急性
がある―に限ります。審査など
の手続き後、６月下旬に転用許
可の予定です。農地への住宅建
築を予定している人は、事前に
産業振興課に連絡してください。
　受付期限後の申し出もできま
すが、その場合の転用許可は10

月以降になる見込みですので注
意してください。
◆受付期限…２月29日㈬
◆�問い合わせ先…産業振興課
（☎34-2111　内線45）

���農振除外申し出を受け付け

　大震災で住宅、家財、その他
の財産についておおむね２分の
１以上の損害を受けた人は、本
人からの申し出によって国民年
金保険料が全額免除になります。
免除になる対象者や詳細、申請
手続きについては、生活環境課
または宮古年金事務所に問い合
わせてください。
◆申請期限…３月30日㈮
◆申請に必要なもの…印鑑
◆�申請・問い合わせ先…生活環
　 境課（☎34-2114　内線23）、宮
　古年金事務所（☎0193-62-1963）

���国民年金の免除は申請を

　宮古児童相談所による巡回児
童相談を開催します。相談を希
望する人は電話で申し込んでく
ださい。
◆日時…２月23日㈭
　　　　午前10時～午後３時
◆場所…保健センター
◆申込期限…２月９日㈭
◆�申し込み・問い合わせ先…保
健福祉課（☎33-3102）

���巡回児童相談を開催します

　㈶ふるさといわて定住財団で
は、Ｕ・Ｉターンを希望する社
会人や県内就職を目指す学生を
対象に就職面接会を開催します。
◆日時…２月19日㈰
　　　　午後１時～４時
◆�場所…中野サンプラザ８階
　（東京都中野区中野4-1-1）
◆�参加企業…岩手県内に事業所
を有する企業　約20社
◆�内容…参加企業との個別面談、
職業相談、地域生活情報など
◆�問い合わせ先…㈶ふるさとい
わて定住財団（☎019-653-8976）

���岩手県内に就職しませんか

　平成24年度の村営建設工事に
関する指名競争入札および建設
関連業務指名競争入札に参加す
るためには、申請が必要です。
詳しくは村ホームページを確認
するか、地域整備課に問い合わ
せてください。
◆受付期限…２月29日㈬
◆�申請・問い合わせ先…地域整
備課（〒028-8407　田野畑村
田野畑143-1　☎34-2113　内
線51）

���村営工事の入札には申請を
　森林法が改正され、今年４月
以降に森林の所有者になった人
（個人、法人を問わず）は、面
積に関わらず村長への届け出が
義務付けられました。
◆�対象者…売買や相続などで森
林の土地を取得した人
◆�届け出期間…土地取得から90

日以内。必要書類は産業振興
課に問い合わせてください
◆�届け出・問い合わせ先…産業
振興課（☎34-2111　内線43）

���森林取得したら届け出を

　大震災の被災者を対象に、福
祉全般の相談を無料で受け付け
る巡回相談を開催します。
◆期日…２月16日㈭
◆�時間・場所…午前10時～正午・
高校団地集会所、午後１時～
３時・中学校団地集会所

◆�問い合わせ先…宮古保健福
祉環境センター福祉部（☎
0193-64-2213）

���福祉なんでも巡回相談開催

　若桐保育園では、平成24年度
の入園児を募集しています。
◆�対象児童…保育に欠ける満５

カ月以上の未就学児
◆�開園日…月～土曜日（ただし、
祝日、年末年始を除く）
◆�保育時間…午前７時30分～午
後６時30分

◆応募期限…２月29日㈬　必着
◆�応募・問い合わせ先…若桐保
育園（☎37-3577）

���若桐保育園で園児を募集

　岩泉警察署では、少年補導職
員（非常勤）を募集します。
◆�募集人数…１人
◆�採用予定日…４月１日（日）
◆勤務場所…岩泉警察署
◆�勤務内容…街頭での少年補導
活動、警察事務
◆�勤務条件…週５日（土日祝日
は休み）
◆�任用期間…１年（更新する場
合もあります）
◆応募期限…２月６日㈪
◆採用試験日…２月中旬の予定
◆�応募・問い合わせ先…岩泉警
察署警務課（☎31-0110）

���警察署で少年補導職員募集

　広報たのはたに、村内企業な
どの求人情報を掲載しませんか。
掲載を希望する場合は、政策推
進課に連絡してください。
◆�締切日…①１日号：前月15日
②お知らせ版：当月８日
◆掲載料…無料
◆�申し込み・問い合わせ先…政
策推進課（☎34-2111  内線62）

���広報に求人情報を載せませんか



10がんばろう！田野畑11 がんばろう！日本

おめでた　　�おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (２月20日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で５名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ�１　教育フォーラムで表彰され
た「田野畑クラブ」。何のスポー
ツで活躍？
　　Ａ）バレーボール
　　Ｂ）軟式野球

Ｑ�２　２月14日から始まる納税申
告相談の受け付けはいつまで？
　　Ａ）３月７日
　　Ｂ）３月15日

Ｑ�３　１月19日に体験村・たのは
たが受賞したのはＪＴＢ文化交
流賞の何賞？
　　Ａ）最優秀賞
　　Ｂ）特別賞

■前号（12月号）の正解
　Ｑ１→Ｂ、Ｑ２→Ａ、Ｑ３→Ｂ
■当選者（敬称略）
　�上山明美（田野畑）、鍬形タヨ
（田野畑）、畠山力治（真木沢）、
中村志会之助（埼玉県）、佐藤
祥子（神奈川県）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（１月20日現在）1880万7,449円

359件（村内85件、県内116件、県外158件）

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ
をご覧いただくか、総務課（☎34-2111���内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　　   　期間：２月５日㈰～３月３日㈯
月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

２月
５日 ㈰ 村民ソフトバレーボール交流大

会 アズビィ体育館 8:45 ～
13:00 教育委員会

11日 ㈯ 講演会
「津波とその被害の特性」 アズビィホール 15:00 ～

16:30
復興対策室
　（内線67）

23日 ㈭ 巡回児童相談 保健センター 10:00 ～
15:00 保健福祉課

29日 ㈬

固定資産税４期・国保税８期納
期限

税務課
　（内線31・32）

後期高齢者医療保険料８期納期
限

生活環境課
　（内線21）

３月
３日 ㈯

岩泉高田野畑校卒業式 田野畑校体育館 10:00 ～
11:30

岩泉高田野畑校
　（☎34-2050）

岩泉高田野畑校閉校式典 田野畑校体育館 14:00 ～
15:00

岩泉高田野畑校
　（☎34-2050）

役場☎ 34-2111／教育委員会☎ 34-2226／診療所☎ 33-3101／保健福祉課☎ 33-3102

はまなす号巡回カレンダー　        期間：２月15日㈬～16日㈭
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

２月15日��㈬
グループホームつくえ付近 9:40 ～ 10:00
北山地区総合センター 10:10 ～ 10:25

◆たんぽぽコース（真木沢・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

２月15日��㈬
佐藤進氏宅付近 11:05 ～ 11:20
望洋館 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

２月16日��㈭
産直プラザ尾肝要 9:45 ～ 10:00
山栄会リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:40
甲地公民館 10:50 ～ 11:05

◆問い合わせ先…教育
　委員会（☎ 34-2226）

〔平成23年12月届け出分〕
（一部敬称略）

●生まれた赤ちゃん
　工藤　洸一郎（こういちろう）くん

光昭・杏子　　真木沢

　三浦　綺音（あやね）ちゃん
昌樹・歩子　　島　越

　三浦　徠駆（らいく）くん
祥太・千明　　羅　賀

　上机　徠琉（らいる）くん
徹・美香　　西和野

■ご冥福をお祈りいたします
　熊　谷　ワ　サ（96）　沼　袋
　中　嶋　ミイ子（82）　羅　賀
　田野畑　嘉　隆（71）　羅　賀 本の特別貸出を行います

　アズビィ楽習センター図書室は、２月１日㈬から14日㈫
まで、「岩手の読書週間」に合わせて本の貸出冊数を10冊ま
でに増刷します。この機会に、ぜひ利用してください。
◆開室時間…午前８時30分～午後５時30分

　
平
成
23
年
度
「
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
た
の
は
た
」
が
１
月
22
日
、

ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
や
学
校
教
職

員
な
ど
約
１
４
０
人
が
出
席
。
教

育
振
興
運
動
の
成
果
を
確
認
し
ま

し
た
。
昭
和
40
年
に
始
ま
っ
た
運

動
は
、
47
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
村
教
育
振
興
運

動
推
進
協
議
会
の
熊
谷
隆
幸
会
長

は
「
大
震
災
の
影
響
で
、
活
動
が

難
し
い
地
区
も
あ
っ
た
。
教
育
振

興
は
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て
る

活
動
。
今
こ
そ
皆
さ
ん
の
心
を
一

つ
に
し
て
、
子
ど
も
の
心
を
育
て

よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
表
彰
式
で
は
、
多
年
に
わ
た
り

教
育
振
興
運
動
に
功
績
の
あ
っ
た

皆
さ
ん
に
功
労
賞
、
栄
誉
賞
を
贈

呈
。
功
労
賞
を
受
賞
し
た
田
野
畑

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
佐
藤
和
博
会
長
は

「
こ
れ
ま
で
田
野
畑
校
に
携
わ
っ

た
全
て
の
人
に
感
謝
し
ま
す
」
と

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
県
教
育
委
員
会

の
佐
藤
敦
士
さ
ん
が
「
い
ろ
い
ろ

な
人
が
い
て
成
り
立
つ
の
が
社
会
。

行
動
す
る
こ
と
や
柔
軟
な
考
え
を

持
ち
ま
し
ょ
う
」
と
、
教
育
振
興

運
動
に
大
切
な
心
構
え
を
訴
え
ま

し
た
。

教育振興運動の成果を確認

教育フォーラムに140人

■平成22年度教育振興運動表彰受賞者の皆さん

菊池�裕
ひ ろ

彦
ひ こ

さん
沼袋・45歳

【功労賞・個人】

　18年度から田野畑中の役員
を歴任。20～22年度は同校Ｐ

ＴＡ会長を務めるとともに、
村ＰＴＡ連合会副会長に就任。
生徒の健全育成や家庭・学校・
地域の連携に尽力した。村全
体のＰＴＡ活動の充実・発展
に大きな貢献をした。

【栄誉賞・団体】

　岩手県少年軟式
野球新人大会で優
勝、全日本少年春
季軟式野球大会東
北Ｃブロック予選
で準優勝を飾るな
ど、各種大会で顕
著な成績を残した。

【功労賞・団体】
（写真は佐藤和博ＰＴＡ会長）

　24年３月に閉校する岩泉高
田野畑校。地域と共に歩んで
きた63年間の歴史に幕を下ろ
す。同校ＰＴＡは、昭和41年
の設立以来今日まで、45年間
にわたって学校と協力・連携
して同校の教育環境の向上に
貢献してきた。

岩泉高校��　　　　

田野畑校PTA

佐々木�靖
やすし

さん
切牛・50歳

工藤�藤
ふ じ

雄
お

さん
島越・82歳

【功労賞・個人】

　島越地区推進委員会が毎年
行っているウニ採りと新巻き
ザケづくり体験活動で、10年
間にわたり指導者を務める。
地域の産業や食文化などを学
ばせ、郷土に愛着と誇りを感
じることができる児童生徒の
育成に大きく貢献している。

【功労賞・個人】

　平成11年度から旧沼袋小の
研修・厚生・指導部長を歴任。
20年度からはＰＴＡ会長を務
めるなど、長年にわたり児童、
ＰＴＡ育成の先頭に立って活
動。現在は、沼袋地域の教育
推進事務局長として教育振興
運動の推進に尽力している。

田野畑校ＰＴＡが本年度の活動や同校の歩みを発表

田野畑クラブ
（田野畑中野球部）
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〈
質
問
〉　
冬
の
季
節
を
迎
え
、
被
災
世

帯
に
対
す
る
暖
房
器
具
の
配
分
状
況
を

伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
暖
房
器
具
に
つ
い
て
は
当
初

入
居
時
に
お
い
て
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
既

に
配
布
し
て
お
り
、
仮
設
住
宅
に
は
付

帯
設
備
の
設
置
と
い
う
こ
と
で
、
入
居

者
か
ら
暖
房
器
具
の
希
望
を
取
り
、
石

油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
が
85
台
、
ホ
ッ
ト

カ
ー
ペ
ッ
ト
38
台
、
電
気
こ
た
つ
63
台

の
合
わ
せ
て
１
８
６
台
を
11
月
29
日
ま

で
に
全
戸
へ
配
布
を
終
了
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
な
お
、
民
間
借
り
上
げ
住
宅

に
は
、
民
間
の
団
体
な
ど
か
ら
石
油

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
寄
贈
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
寄
贈
い

た
だ
い
た
後
に
配
布
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

〈
質
問
〉　
春
か
ら
秋
に
お
い
て
は
、
多

く
の
就
労
の
場
が
提
供
さ
れ
、
ま
た
漁

業
の
一
部
再
開
も
あ
っ
た
が
、
依
然
と

し
て
就
労
の
場
を
求
め
て
い
る
方
が
多

12月
 村議会だより

※村議会だよりは広報編集委員会（委員長・工藤求議員）で編集したものです

　平成23年第12回村議会定例会を12月14、15日の２日間の会期で
開催しました。一般質問は定例会初日に行い、佐々木芳利議員、
中村勝明議員、菊地大議員、宮森鋭幸議員の４人が一般質問、翌
15日は、村長から提出された議案６件、同意案３件、選挙１件を
審議し、原案どおり可決しました。また、議員全員による東日本
大震災復興対策特別委員会を設置し閉会しました。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

内
容
　
11
億
４
０
９
６
万
８
千
円
を
追

加
し
、
総
額
84
億
１
３
５
２
万
３
千
円

と
す
る
も
の
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
。

▽ 

岩
手
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
負
担

金
　
・
１
１
８
８
万
８
千
円
追
加

▽
思
惟
の
森
交
流
基
金
積
立
金

　
・
５
７
７
万
９
千
円
計
上

▽ 

常
用
小
型
除
雪
機
２
台
お
よ
び
ミ
ニ

ロ
ー
ダ
２
台
購
入

　
・
８
２
０
万
９
千
円
計
上

▽
村
議
会
議
員
選
挙
費

　
・
４
８
９
万
円
減
額

▽
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
費

　
・
３
１
９
万
７
千
円
減
額

▽
災
害
等
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
料

　
・
３
億
６
２
０
０
万
円
追
加

▽ 

い
わ
て
未
来
農
業
確
立
総
合
支
援
事

業
補
助
金

　
・
６
２
２
万
３
千
円
追
加

▽ 

水
産
業
共
同
利
用
施
設
復
旧
支
援
事

業
補
助
金

　
・
９
７
６
万
６
千
円
追
加

▽ 

水
産
経
営
基
盤
復
旧
支
援
事
業
補
助

金
　
・
６
６
５
５
万
２
千
円
減
額

▽
除
雪
業
務
委
託
料

　
・
２
０
０
０
万
円
追
加

▽ 

道
路
空
間
等
環
境
整
備
事
業
委
託
料

　
・
３
２
０
万
円
追
加

▽
村
道
菅
窪
和
野
線
改
良
舗
装
事
業

　
・
１
０
０
０
万
円
追
加

▽ 

岩
泉
高
等
学
校
田
野
畑
校
閉
校
事
業

実
行
委
員
会
補
助
金

　
・
50
万
円
計
上

▽ 

小
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事

　
・
３
０
０
０
万
円
計
上

▽ 

中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事

　
・
３
０
０
０
万
円
計
上

▽ 
公
共
土
木
施
設
等
災
害
復
旧
工
事

（
現
年
災
）

　
・
１
億
１
４
０
０
万
円
追
加

▽ 

漁
港
施
設
災
害
復
旧
工
事（
現
年
災
）

　
・
６
億
２
３
９
０
万
円
追
加

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

内
容
（
事
業
勘
定
）
６
４
５
１
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
６
億
７
２
９
万
８

千
円
と
す
る
も
の
。
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
。

▽
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

　
・
４
１
６
７
万
１
千
円
追
加

▽
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費

　
・
３
０
０
万
円
追
加

▽
療
養
給
付
費
等
負
担
金
返
還
金

　
・
１
８
８
９
万
３
千
円
追
加

内
容
（
診
療
施
設
勘
定
）
４
８
８
万
７

千
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
５
３
４
２

万
７
千
円
と
す
る
も
の
。
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
。

▽
医
科
　
医
薬
材
料
費

　
・
６
０
０
万
円
追
加

▽
歯
科
　
歯
科
技
工
士
委
託
料

　
・
１
２
８
万
円
追
加

●
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

内
容
（
保
健
事
業
勘
定
）
１
５
０
万
円

を
減
額
し
、
総
額
４
億
９
４
３
９
万
３

千
円
と
す
る
も
の
。
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
。

▽
通
所
型
介
護
予
防
事
業
委
託
料

　
・
１
５
０
万
円
減
額

【
議
案
第
１
号
】

●
思
惟
の
森
交
流
基
金
条
例

・
第
17
回
日
韓
国
際
環
境
賞
の
賞
金
を

原
資
と
し
、
田
野
畑
村
と
早
稲
田
大
学

の
交
流
事
業
お
よ
び
思
惟
の
森
の
造
成

に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
思
惟

の
森
交
流
基
金
を
創
設
す
る
も
の
。

【
議
案
第
２
号
】

●
田
野
畑
村
農
用
地
整
備
事
業
負
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
下
閉
伊
北
区
域
農
用
地
整
備
事
業
の

実
施
主
体
が
緑
資
源
公
団
か
ら
独
立
行

政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
に
承
継
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
所
要
の
改
正
。

【
議
案
第
３
号
】

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
岩
手
県
の
例
に
準
じ
て
一
般
職
の
職

員
の
給
料
表
に
つ
い
て
の
改
正
。

【
同
意
案
第
１
号
】

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
関
し
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
現
委
員
の
小
野
惠
美
子
氏
（
菅
窪
）

が
平
成
23
年
12
月
19
日
任
期
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
同
氏
の
任
命
に
同
意
。

【
同
意
案
第
２
号
お
よ
び
第
３
号
】

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

・
現
委
員
の
畠
山
守
氏
（
菅
窪
）
が
平

成
23
年
12
月
21
日
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
同
氏
の
再
選
に
同
意
。
大
澤

禮
典
氏
（
羅
賀
）
が
同
日
任
期
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、戸
由
孝
子
氏
（
羅
賀
）

の
選
任
に
同
意
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び
同
補

充
員
の
選
挙

・
委
員
お
よ
び
補
充
員
の
任
期
が
平
成

23
年
12
月
25
日
に
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
選
挙
を
行
い
次
の
方
々
が
委

員
に
当
選
。

　
な
お
12
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙

管
理
委
員
会
で
委
員
長
、
委
員
長
職
務

代
理
者
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に

畠
山
守
氏
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
嘉

藤
正
義
氏
が
就
任
。

補
充
員

　
根
木
地
　
俊
機
氏
（
菅
窪
）

　
佐
々
木
　
太
氏
（
切
牛
）

　
下
田
　
五
利
氏
（
島
越
）

　
熊
谷
　
裕
美
子
氏
（
羅
賀
）

【
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
特
別
委
員

会
】
を
議
員
発
議
で
設
置
。

・
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
よ
り
、

公
共
施
設
な
ど
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
に
伴
い
、
全
議
員
構
成
に
よ
る

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
特
別
委
員
会

を
設
置
。
委
員
長
に
佐
々
木
功
夫
議
員
、

副
委
員
長
に
中
村
芳
正
議
員
を
選
任
し
、

復
興
の
対
応
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

11
億
４
０
９
６
万
８
千
円
を
追
加

予
算
総
額
84
億
１
３
５
２
万
３
千
円
に

委員長

畠山�守　
氏

菅窪

委員

向井�利信　
氏

机

委員

八重樫�由美子　氏
真木沢

委員長職務代理者

嘉藤�正義　
氏

巣合

議
決
し
た
議
案
等

一　

般　

質　

問佐々木�芳利議
員
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い
と
思
っ
て
い
る
。
冬
期

間
に
お
け
る
雇
用
に
ど

う
取
り
組
む
か
考
え
か

伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
発
災
以
来
、

国
の
事
業
を
取
り
入
れ

て
被
災
者
を
中
心
と
し
た

緊
急
雇
用
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

内
容
は
、
が
れ
き
処
理
や
沿
道
の
環

境
整
備
、
漁
網
お
よ
び
養
殖
施
設
の

復
旧
作
業
等
12
事
業
、
総
事
業
費
で

１
億
５
８
０
０
万
円
余
り
の
雇
用
事
業

と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
者
は
２
６
６
人

で
、
延
べ
に
し
て
現
在
の
と
こ
ろ
約

２
万
人
の
雇
用
の
創
出
と
な
っ
て
い
る
。

作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
々
か
ら
も
事

業
の
継
続
を
強
く
望
む
声
が
あ
り
、
冬

期
間
も
で
き
る
だ
け
可
能
な
作
業
を
選

定
し
、
引
き
続
き
雇
用
を
確
保
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
災
害
復
旧
事

業
、
あ
る
い
は
国
の
３
次
補
正
で
公
共

事
業
が
相
当
に
多
く
発
注
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
り
、
村
内
の
業
者
に
対
し
、
被

災
者
の
雇
用
等
、
ま
た
は
被
災
者
の
み

な
ら
ず
、
村
民
の
雇
用
に
つ
い
て
強
く

要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
今

後
と
も
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て
は
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
確
保
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〈
質
問
〉　
住
居
の
建
築
で
移
転
地
選
定

が
大
詰
め
の
時
期
で
あ
る
。
各
戸
、
各

自
治
会
等
か
ら
の
要
望
は
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
こ
れ
ま
で
数
次
に
わ
た
り
ア

ン
ケ
ー
ト
や
直
接
の
聞
き
取
り
調
査
等

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
き
く

羅
賀
、
島
越
地
区
の
両
地
区
と
も
、
今

後
津
波
の
被
害
を
受
け
な
い
高
台
へ
の

希
望
が
多
い
。
ま
た
、
ま
だ
迷
っ
て
決

め
か
ね
て
い
る
人
も
若
干
い
る
が
、
多

く
は
ほ
ぼ
意
向
が
分
か
っ
て
き
た
。
で

き
る
だ
け
今
月
中
に
そ
の
意
向
の
全
体

像
を
つ
か
み
、
用
地
交
渉
等
に
当
た
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
質
問
〉　
野
田
総
理
は
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
経
済
協
力
会
議
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
交
渉
参
加
を
表
明
し
た
が
漁
業
分

野
に
お
い
て
、
補
助
金
制
度
に
も
影
響

が
出
る
と
聞
く
が
、
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
現
在
ど
の
よ
う
な
内
容
か
明

確
に
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ

て
、
そ
れ
に
対
す
る
明
快
な
答
弁
と
い

う
の
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
り
、
１
次

産
業
を
基
幹
と
し
て
い
る
本
村
で
あ
り
、

非
常
に
規
模
が
小
さ
い
中
で
の
１
次
産

業
で
ご
ざ
い
ま
す
。
非
常
に
本
村
で
も

打
撃
を
受
け
る
だ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
。

従
い
ま
し
て
、
現
在
ど
の
よ
う
に
農
漁

民
や
林
業
者
の
方
々
を
救
う
か
、
あ
る

い
は
助
成
で
き
る
か
と
い
う
も
の
が
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
以
上
賛
成
し
か
ね

る
と
言
う
よ
う
な
段
階
で
あ
る
。

〈
質
問
〉　
復
興
基
本
計
画
の
観
光
業
の

再
建
で
、
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
そ
の
も
の
の

営
業
再
開
と
解
釈
で
き
る
か
否
か
、
村

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
被
災
以
降
、
地
域
経
済
や
村

民
雇
用
の
観
点
か
ら
、
当
該
施
設
は
本

村
に
と
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
い

る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
何
と
か
復
興
し

た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
い
ろ
い
ろ
努
力
を
し
て
き
た
わ
け
だ

が
、
こ
こ
に
入
っ
て
国
の
中
小
企
業
等

の
復
旧
、
復
興
支
援
補
助
を
陸
中
た
の

は
た
が
申
請
し
て
、
県
内
16
事
業
所
が

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
申
請
を
し

て
お
り
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
決
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
羅
賀
荘
の
復

旧
費
用
は
概
算
で
約
９
億
円
弱
に
な
る

だ
ろ
う
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
こ
の
補

助
事
業
は
国
と
県
か
ら
総
事
業
費
の
75

パ
ー
セ
ン
ト
、
こ
れ
を
補
助
を
受
け
る

と
い
う
よ
う
な
内
容
で
あ
る
の
で
、
非

常
に
有
利
な
補
助
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
残
り
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
と

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
過
疎
債
を
充
当

す
る
と
い
う
よ
う
な
、
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
ご
案
内
の
と
お
り
過
疎
債
は
70

パ
ー
セ
ン
ト
の
国
の
補
助
が
入
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
非
常
に
有
利
な
事
業
で
整

備
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

〈
質
問
〉　
文
科
省
は
、
放
射
能
機
器
の

購
入
に
対
し
半
額
助
成
を
す
る
と
聞
く

が
、
そ
の
制
度
を
活
用
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

〈
教
育
長
〉　
現
在
ま
だ
県
教
委
か
ら
通

知
が
来
て
お
り
ま
せ
ん
。
県
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
２
分
の
１
の
助
成
に
つ
い

て
は
検
討
中
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
食

材
の
測
定
器
は
、
県
教
委
で
は
１
台

２
７
５
万
円
で
県
で
は
５
台
を
購
入
し

市
町
村
に
貸
し
出
す
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
測
定
器
が
手
元
に
あ
れ
ば
必
要
に

応
じ
て
測
定
で
き
る
の
で
、
今
後
そ
の

購
入
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
検

討
し
て
、
食
材
の
安
全
性
を
確
認
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中村�勝明議
員

住
み
た
く
な
い
と
い
う
の
が
、
多
く
の

被
災
し
た
方
々
で
あ
り
、
漁
業
者
の
中

に
は
海
の
近
く
へ
住
み
た
い
と
い
う
方

も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
は
非
常
に

今
迷
っ
て
い
る
の
も
実
態
で
あ
る
。
島

越
お
よ
び
羅
賀
に
い
た
と
し
て
も
高
台

に
移
り
た
い
と
い
う
方
が
多
く
、
自
分

の
土
地
を
活
用
し
な
が
ら
高
台
に
住
み

た
い
と
い
う
方
も
相
当
数
い
る
。
今
後

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ど
う
し
て

い
く
か
と
い
う
問
題
に
も
か
か
わ
っ
て

く
る
が
長
い
時
間
を
か
け
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
醸
成
に
も
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

〈
質
問
〉　
被
災
し
た
土
地
は
20
年
か
ら

30
年
た
つ
と
怖
さ
が
薄
れ
、
ま
た
同
じ

場
所
に
家
が
建
ち
始
め
る
と
い
っ
た
現

象
が
起
こ
る
と
思
わ
れ
る
。
二
度
と
被

災
者
の
出
な
い
村
づ
く
り
を
す
る
上
で
、

被
災
し
た
土
地
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
方
針
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
復
興
基
本
計
画
の
中
に
も
被

災
し
た
土
地
の
活
用
方
法
と
い
う
こ
と

で
記
述
し
て
あ
る
が
、
被
災
し
た
土
地

は
、
人
が
住
ん
で
同
じ
よ
う
な
被
災
を

受
け
る
と
い
う
こ
と
は
避
け
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
質
問
〉　
10
年
後
は
、
本
村
の
人
口
は

３
０
０
０
人
を
割
る
状
況
に
ま
で
来
て

い
る
。
過
疎
化
を
ど
う
に
か
し
な
く
て

は
将
来
の
田
野
畑
は
見
え
て
こ
な
い
。

そ
の
中
で
若
年
層
の
地
元
定
着
は
大
き

な
カ
ギ
と
な
る
。
そ
の
中
で
過
疎
化
の

具
体
的
な
対
策
や
方
向
性
を
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
本
村
で
は
、
子
育
て
環
境
や

教
育
環
境
の
充
実
、
産
業
振
興
策
あ
る

い
は
社
会
基
盤
の
整
備
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
村
づ
く
り
に
係
る
施
策
全
体
が
過
疎

化
対
策
で
あ
る
と
考
え
行
政
を
展
開
し

て
い
る
。
本
村
の
地
域
振
興
策
を
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
総
合
計
画

を
策
定
し
各
分
野
の
目
標
達
成
に
向

か
っ
て
、
村
民
、
議
会
、
行
政
の
３
者

に
よ
る
参
加
、
協
働
、
創
造
に
よ
る
村

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。
併

せ
て
、
今
般
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
日

も
早
い
復
旧
、
復
興
を
達
成
す
る
こ
と

が
過
疎
化
を
食
い
止
め
る
大
き
な
手
だ

て
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん

で
き
た
保
育
料
や
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
等
の
子
育
て
支
援
策
の
充

実
、
あ
る
い
は
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の

定
住
促
進
住
宅
の
無
償
の
貸
与
、
情
報

基
盤
の
整
備
等
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

定
住
人
口
の
拡
大
は
あ
る
面
で
は
難
し

く
全
国
の
各
自
治
体
も
難
し
い
面
も
あ

る
。
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら

過
疎
化
の
対
応
を
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
は
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
体
験
観
光
等
の
推
進
や

企
業
誘
致
等
も
そ
の
一
環
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
通
し
な
が
ら
雇
用
の
拡
大
等
に

努
め
、
定
住
人
口
の
確
保
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。
こ
の
問
題
は
村
民
、
議
会
、

行
政
が
一
体
と
な
り
知
恵
を
出
し
合
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

〈
質
問
〉　
住
宅
の
再
建
の
た
め
の
宅
地

造
成
、
公
営
住
宅
等
の
建
設
、
さ
ら
に

国
の
３
次
補
正
予
算
が
本
村
に
は
ど
の

よ
う
に
影
響
し
て
く
る
の
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
公
営
住
宅
と
か
住
宅
団
地
の

造
成
等
に
つ
い
て
は
今
度
の
３
次
補
正

に
入
っ
て
い
る
が
、
国
会
で
は
成
立
し

た
が
実
際
に
執
行
す
る
に
当
た
っ
て
の

国
の
要
綱
等
が
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
等
が
明

確
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
そ
れ
を

待
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
３

次
補
正
で
の
村
営
事
業
費
等
は
、
大
体

村
で
は
３
０
０
億
を
超
え
る
と
考
え
て

い
る
。

〈
質
問
〉　
冬
を
迎
え
て
か
ら
の
支
援
の

手
を
「
被
災
者
と
し
て
目
を
向
け
て
ほ

し
い
」
そ
う
い
う
注
文
の
声
が
相
次
い

で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
仮
設
入
居
者
以

外
の
被
災
者
か
ら
も
声
が
聞
か
れ
る
が

現
在
救
援
物
資
の
配
分
先
、
保
管
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
廃
棄

処
分
は
し
て
い
な
い
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
全
国
各
地
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

支
援
物
資
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
支
援

物
資
は
、
村
に
届
い
て
い
る
も
の
は
大

方
配
布
し
て
い
る
が
、
一
部
残
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
12
月
18
日
に
最
後
の

配
布
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
支
援

物
資
の
配
布
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
都

度
仮
設
あ
る
い
は
民
間
の
賃
貸
住
宅
、

村
営
住
宅
等
入
居
し
て
い
る
被
災
さ
れ

た
方
々
に
呼
び
掛
け
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
廃
棄
は
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

〈
質
問
〉　
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
の
再
建
問
題

に
つ
い
て
国
に
対
し
助
成
制
度
に
つ
い

て
要
望
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
高
台
へ
の
移
転
に
つ
い
て
の
考

え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
高
台
へ
の
新
た
な
ホ
テ
ル
建

設
は
、
最
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
比
較
検
討
を
し
た
が
、
新
た

な
場
所
に
建
設
と
な
る
と
助
成
制
度
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
も
会

社
が
助
成
制
度
を
受
け
る
わ
け
で
あ
る

の
で
会
社
が
そ
れ
を
仮
に
活
用
し
て
新

た
な
場
所
に
建
設
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
残
り
の
資
金
調
達
が
で
き
な
い
こ
と
。

村
が
新
た
に
や
る
こ
と
に
な
る
と
、
こ

の
制
度
は
活
用
で
き
な
い
問
題
も
あ
る
。

当
面
は
現
在
の
場
所
で
改
修
し
て
進
め

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。 菊地�大議

員

宮森�鋭幸議
員

〈
質
問
〉　
９
月
定
例
会
以
降
２
カ
月
半

が
た
と
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
住

宅
の
再
建
に
対
し
て
現
在
の
状
況
と
今

後
の
動
き
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
伺
い
た
い
。

〈
村
長
〉　
二
度
と
被
災
す
る
土
地
に
は



■
発

行
　
田
野
畑
村
　
　

■
編

集
　
政
策
推
進
課

〒
0
2
8
-
8
4
0
7　
岩
手
県
下
閉
伊
郡
田
野
畑
村
田
野
畑

1
4
3
-
1

TEL�� 0
1
9
4
-
3
4
-
2
1
1
1　
FAX�� 0

1
9
4
-
3
4
-
2
6
3
2

U
RL��http://w

w
w
.vill.tanohata.iw

ate.jp/
■

印
刷
　
川
口
印
刷
工
業
㈱

広
報

た
の

は
た

平
成

24年
２

月
１

日
№

539

16がんばろう！日本　　がんばろう！東北　　がんばろう！岩手　　がんばろう！田野畑

　

い
つ
も
取
材
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
、
広
報
を
読
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
、
今
月
も
無

事
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
▼
皆
さ
ん
に
ご
報
告

が
あ
り
ま
す
。
１
月
13
日
に
開
か

れ
た
本
年
度
の
県
市
町
村
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
審
査
会
。
審
査
の
結
果
、

本
紙
５
月
号
が
広
報
紙
の
部
、
同

24
ペ
ー
ジ
が
一
枚
写
真
の
部
、
同

12
～
13
ペ
ー
ジ
が
組
み
写
真
の
部

で
そ
れ
ぞ
れ
第
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
い
つ
も
ご
協
力

く
だ
さ
る
皆
さ
ん
あ
っ
て
こ
そ
の

入
賞
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
ま
し
て

感
謝
感
謝
で
す
▼
入
賞
に
は
き
っ

と
「
も
っ
と
頑
張
れ
」
と
い
う
意

味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広

報
編
集
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
▼
周
辺
市
町
村
で

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
が
出
始

め
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
季
節

は
空
気
が
乾
燥
し
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
流
行
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

う
が
い
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
な
ど

で
予
防
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
政
策
推
進
課　

佐
々
木
和
也
）
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畠山  泰
た い

成
せ い

くん（１歳６カ月）
父・裕晃さん、母・朋生さん＝羅賀＝

お母さんからのひとこと

　お父さんに似たのか野球が大好き。
いつもグローブをはめてボール遊びを
しています。でも、とてもおっとりな
子。たくましく健康に育ってね。

畠山  倖
ゆ き

歩
ほ

ちゃん（１歳６カ月）
父・裕晃さん、母・朋生さん＝羅賀＝

お母さんからのひとこと

　きかん坊だけど、ちょっと恥ずかし
がり屋。絵本が大好きで、いつも１人
で見ています。このまま健康で、思い
やりのある子になってね。


